







































































































































































中分類 小分類 詩題 双貫語詩句
神仙部 神徳 1花香明徳中 l黍穫添薫苔嬬露○蘋藥引気柏
城風
神仙部 神徳 2松樹顕神徳 2郊北廟道天暦瑞○城南祠駐夜
琴声













































































「神（社廟同付神徳)」には、 「柏城○松嬬」の双貫語として、 「社」には、 「松嬬○叢祠」
の双貫語として、 「廟」には「松邑○松壗○苔嬬○柏城○叢祠」 として出てくる。即ち
「松壗」は、 「神」 「社」 「廟」の下位語と位置づけられると同時に、 「柏城」 「叢祠」 「松
邑」 「苔嬬」 「柏城」 「叢祠」の双貫語としての属性を持つのである。
もう 1つ例を挙げると、 「木綿」は2例ある。これも、 「社」 「廟」の下位語としての位
置づけと同時に「金帛」 「紫傘」の双貫語としての属性を持つことになる。
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中分類 小分簿 詩題 双貫語詩句
神仙部 仙家 茅君○李老○麻姑
神仙部 仙家 桂父○松喬○赤松王喬(二人名也）
神仙部 仙家 麻姑○梅生
神仙部 仙家 鳳笙○鶴駕○鳧罵○驚診○羽
服○羽衣○羽駕
神仙部 仙家 鳳箭○羽蓋
神仙部 仙家 鳳台○鶴廟
神仙部 仙家 壺中○塵表○象外○塵外
神仙部 仙家 金母○玉妃○購史○金骨○金錬
神仙部 仙家 蓬海○茅峰
神仙部 仙家 赤城○玉城○玉京○青渓○塔
池○玄都○黄庭○玄圃
神仙部 仙家 紫桂○紅桃○碧桃○紫芝○瓊
樹○赤松○丹薬
神仙部 仙家 三山○三嶋○三壺○三茅○五城
神仙部 仙家 葛破龍○華表鶴○茅洞鶴
神仙部 道士 仙材○真錬
神仙部 道士 紫府○丹台
神仙部 道士 六甲文○万年術
神仙部 道士 授業○観形
神仙部 道士 無為道○衆妙門○不老方
神仙部 道士 感星○夢日
4おわりに
『榔金抄』では、詩句や双貫語を詩から切り取ったものである。これらの句や語は詩を
とおして分類項目と密接な関係を持つことはいうまでもないことだが、実際に切り取って
見ると、出典の明らかでないものは、抽出の経緯が不明な場合はその関係性が定かではな
いものもある。
むしろ私には摘み取った詩句や双貫語が一人歩きして、新たなことばの世界を楽しむこ
とが一つの享受の方法として存在していたようにも思える。詩文における「言語」のオン
トロジとして、 『榔金抄』はその評価を見直していきたいと思う。
－29－
